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組織概要

●事業所名及び代表者名 プライムデリカ株式会社
代表取締役 齊藤 正義

●所在地

1

事業所名
本社・相模原第一

相模原第二
龍ケ崎

豊田第一
豊田第二

枚方
宝塚

新居浜
宗像
佐賀
宮崎

〒252-0328　神奈川県相模原市南区麻溝台一丁目7番1号
〒252-0336　神奈川県相模原市南区当麻2575番1
〒301-0852　茨城県龍ケ崎市向陽台5-6-3
〒470-0334　愛知県豊田市花本町井前1番地23
〒470-0361　愛知県豊田市猿投町野入44-53
〒573-0101　大阪府枚方市長尾峠町15-1

〒811-3201　福岡県福津市八並268-1
〒849-0902　佐賀県佐賀市久保泉町大字上泉
〒880-0303　宮崎県宮崎市佐土原町東上那珂

〒665-0051　兵庫県宝塚市高司 4丁目6番40号
〒792-0852　愛媛県新居浜市東田二丁目乙1番2

所在地

●環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
・統括環境管理責任者 取締役生産本部長兼環境部長 加藤 幸作
・担当者 統括事務局 TEL：042-702-0011 FAX：042-702-2611

http://www.primedelica.com/index.html

●事業活動の内容について
コンビニエンスストア向けの軽食・総菜・デザート・調理パンの製造及び
関連新商品の開発

●事業規模 創業 1986年10月1日 資本金 1億円

（2019年3月31日時点）

全社 8703 名（うち社員 609 名）

本社・相模原第一 1027 名（うち社員 117 名）

相模原第二 768 名（うち社員 51 名）

龍ケ崎 819 名（うち社員 45 名）

豊田第一 886 名（うち社員 54 名）

豊田第二 706 名（うち社員 46 名）

枚方 991 名（うち社員 50 名）

宝塚 1072 名（うち社員 50 名）

新居浜 362 名（うち社員 52 名）

宗像 884 名（うち社員 54 名）

佐賀 743 名（うち社員 56 名）

宮崎 445 名（うち社員 34 名）3,985.19

10,678.43
20,851.17
10,342.718,787.72

10,133.97
10,058.21
9,449.23

10,646.86
4,894.30

9,943.08

11,067.76
8,732.02

9,163.17

5,841.37

事業所名
売上高

(百万円)

10,475.97

9,027.69

8,067.81

8,990.80

10,566.03

従業員数
(名)

延床面積

(ｍ2)

96,393.03 110,307.96

8,960.22
6,037.27

http://www.primedelica.com/index.html


対象範囲
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本社・相模原第一、相模原第二、龍ケ崎、
豊田第一、豊田第二、枚方、宝塚、新居浜、
宗像、佐賀、宮崎
2017年度実績を基準とし、2018年4月から2019年3月までの1年間取り組みを行いま
した。

＜プライムデリカネットワーク＞

茨城：龍ケ崎

神奈川：相模原第一

神奈川：相模原第二

大阪：枚方

兵庫：宝塚福岡：宗像

佐賀：佐賀

宮崎：宮崎

愛知：豊田第一
愛媛：新居浜 愛知：豊田第二

＜組織図＞



3

対象範囲
＜役割と権限＞
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環境方針
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環境目標
電力排出係数について

自然エネルギーの利用について

環境目標を設定するに当たり、平成30年度購入電力の CO2 実排出係数は国が公
表する電気事業者毎の数値より平成26年度実績（平成27年度公表）のものを使用
しました。

【単位：㎏- CO2 /kWh】 　　
2016年度

実排出係数
本社・相模原第一工場・相模原第二工場・龍ケ崎工場 東京電力(株) 0.505
豊田第一工場・豊田第二工場 中部電力(株) 0.497
枚方工場、宝塚工場 関西電力(株) 0.531
新居浜工場 四国電力(株) 0.676
宗像工場、佐賀工場、宮崎工場 九州電力(株) 0.584

電力会社事業所

環境方針に記載した自然エネルギーの利用として、太陽光発電を相模原第二工場、
龍ケ崎工場、豊田第二工場、新居浜工場および宮崎工場にて取り入れております。

原単位について

当社では原単位を算出するにあたり、生産量(千pk)を使用しています。

CO2の排出係数について

環境負荷の状況を把握するに当たり、排出量と排出係数は環境省公表のホーム
ページのフォーマットの数値を使用しました。
また、蒸気については省エネ法の二酸化酸素係数を使用しました。

【単位：㎏- CO2 /ＭＪ】
排出係数 単位発熱量

灯油 0.0679 36.7
重油 0.0693 39.1
都市ガス 0.0513 41.1
液化石油ガス 0.0598 50.2
ガソリン 0.0671 34.6
軽油 0.0687 38.2
熱供給（蒸気） - 60
熱供給（冷水） - 57
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環境目標
二酸化炭素排出量削減

電気使用量削減

ガス使用量削減

総量：Ｋg-CO2、原単位：Ｋg-CO2/千pk

総量：kWh、原単位：kWh/千pk

総量：ｋｌ、原単位：l/千pk

総量 原単位 原単位 前年度比 原単位 前年度比 原単位 前年度比
全社 77,787,985 134.8 133.5 1％削減 132.1 1％削減 130.8 1％削減

相模原第一 7,826,444 110.0 108.9 1％削減 107.8 1％削減 106.7 1％削減
相模原第二 12,838,731 293.2 290.3 1％削減 287.4 1％削減 284.5 1％削減

龍ケ崎 3,579,001 63.7 63.1 1％削減 62.5 1％削減 61.8 1％削減
豊田第一 9,107,302 174.9 173.1 1％削減 171.4 1％削減 169.7 1％削減
豊田第二 7,239,970 110.0 108.9 1％削減 107.8 1％削減 106.8 1％削減

枚方 5,868,200 116.8 115.6 1％削減 114.5 1％削減 113.3 1％削減
宝塚 7,872,206 124.7 123.4 1％削減 122.2 1％削減 121.0 1％削減

新居浜 6,153,908 241.9 239.5 1％削減 237.1 1％削減 234.7 1％削減
宗像 5,252,994 102.4 101.4 1％削減 100.4 1％削減 99.4 1％削減
佐賀 7,861,264 107.5 106.4 1％削減 105.4 1％削減 104.3 1％削減
宮崎 4,187,964 169.4 167.7 1％削減 166.0 1％削減 164.4 1％削減

基準(2017年度実績) 目標（2018年度） 目標（2019年度） 目標（2020年度）

総量 原単位 原単位 前年度比 原単位 前年度比 原単位 前年度比
全社 12,669 22.1 21.9 1％削減 21.7 1％削減 21.4 1％削減

相模原第一 2,044 31.4 31.1 1％削減 30.8 1％削減 30.5 1％削減
相模原第二 2,924 39.6 39.2 1％削減 38.8 1％削減 38.4 1％削減

龍ケ崎 1,418 27.7 27.4 1％削減 27.1 1％削減 26.8 1％削減
豊田第一 1,397 30.1 29.8 1％削減 29.5 1％削減 29.2 1％削減
豊田第二 693 11.7 11.6 1％削減 11.5 1％削減 11.4 1％削減

枚方 711 15.5 15.3 1％削減 15.2 1％削減 15.0 1％削減
宝塚 948 16.4 16.3 1％削減 16.1 1％削減 15.9 1％削減

新居浜 323 25.7 25.4 1％削減 25.1 1％削減 24.9 1％削減
宗像 721 15.5 15.3 1％削減 15.1 1％削減 15.0 1％削減
佐賀 1,003 15.4 15.3 1％削減 15.1 1％削減 15.0 1％削減
宮崎 487 21.0 20.8 1％削減 20.6 1％削減 20.3 1％削減

基準(2017年度実績) 目標（2018年度） 目標（2019年度） 目標（2020年度）

総量 原単位 原単位 前年度比 原単位 前年度比 原単位 前年度比
全社 68,505,269 118.7 117.7 1％削減 116.5 1％削減 115.4 1％削減

相模原第一 8,119,072 114.1 113.0 1％削減 111.8 1％削減 110.7 1％削減
相模原第二 12,684,949 289.7 286.8 1％削減 283.9 1％削減 281.1 1％削減

龍ケ崎 4,759,937 84.8 83.9 1％削減 83.1 1％削減 82.2 1％削減
豊田第一 7,371,404 141.6 140.1 1％削減 138.7 1％削減 137.4 1％削減
豊田第二 4,945,020 75.1 74.4 1％削減 73.6 1％削減 72.9 1％削減

枚方 4,589,974 91.3 90.4 1％削減 89.5 1％削減 88.6 1％削減
宝塚 6,116,581 96.9 95.9 1％削減 94.9 1％削減 94.0 1％削減

新居浜 4,954,571 194.7 192.8 1％削減 190.9 1％削減 189.0 1％削減
宗像 4,681,698 91.3 90.4 1％削減 89.4 1％削減 88.6 1％削減
佐賀 6,661,064 91.1 90.2 1％削減 89.3 1％削減 88.4 1％削減
宮崎 3,620,998 146.5 145.0 1％削減 143.5 1％削減 142.1 1％削減

基準(2017年度実績) 目標（2018年度） 目標（2019年度） 目標（2020年度）
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環境目標
食品廃棄物排出量削減

排水量の削減

その他産業廃棄物排出量削減

総量：ｋg、原単位：ｋg/千pk

総量：ｋg、原単位：ｋg/千pk

総量：ｍ3、原単位：ｍ3/千pk

総量 原単位 原単位 前年度比 原単位 前年度比 原単位 前年度比
全社 18,746,404 32.5 32.2 1％削減 31.8 1％削減 31.5 1％削減

相模原第一 2,722,970 38.3 37.9 1％削減 37.5 1％削減 37.1 1％削減
相模原第二 2,748,947 62.8 62.2 1％削減 61.5 1％削減 60.9 1％削減

龍ケ崎 1,385,290 24.7 24.4 1％削減 24.2 1％削減 23.9 1％削減
豊田第一 2,548,602 48.9 48.5 1％削減 48.0 1％削減 47.5 1％削減
豊田第二 1,477,938 22.5 22.2 1％削減 22.0 1％削減 21.8 1％削減

枚方 1,868,095 37.2 36.8 1％削減 36.4 1％削減 36.1 1％削減
宝塚 2,068,891 32.8 32.4 1％削減 32.1 1％削減 31.8 1％削減

新居浜 842,460 33.1 32.8 1％削減 32.5 1％削減 32.1 1％削減
宗像 1,744,450 34.0 33.7 1％削減 33.3 1％削減 33.0 1％削減
佐賀 1,119,900 15.3 15.2 1％削減 15.0 1％削減 14.9 1％削減
宮崎 218,861 8.9 8.8 1％削減 8.7 1％削減 8.6 1％削減

基準(2017年度実績) 目標（2018年度） 目標（2019年度） 目標（2020年度）

総量 原単位 原単位 前年度比 原単位 前年度比 原単位 前年度比
全社 7,718,027 13.4 13.2 1％削減 13.1 1％削減 13.0 1％削減

相模原第一 537,836 7.6 7.5 1％削減 7.4 1％削減 7.3 1％削減
相模原第二 747,040 17.1 16.9 1％削減 16.7 1％削減 16.6 1％削減

龍ケ崎 478,790 8.5 8.4 1％削減 8.4 1％削減 8.3 1％削減
豊田第一 651,800 12.5 12.4 1％削減 12.3 1％削減 12.1 1％削減
豊田第二 1,141,170 17.3 17.2 1％削減 17.0 1％削減 16.8 1％削減

枚方 874,370 17.4 17.2 1％削減 17.1 1％削減 16.9 1％削減
宝塚 521,239 8.3 8.2 1％削減 8.1 1％削減 8.0 1％削減

新居浜 254,962 10.0 9.9 1％削減 9.8 1％削減 9.7 1％削減
宗像 945,720 18.4 18.3 1％削減 18.1 1％削減 17.9 1％削減
佐賀 881,780 12.1 11.9 1％削減 11.8 1％削減 11.7 1％削減
宮崎 683,320 27.6 27.4 1％削減 27.1 1％削減 26.8 1％削減

基準(2017年度実績) 目標（2018年度） 目標（2019年度） 目標（2020年度）

総量 原単位 原単位 前年度比 原単位 前年度比 原単位 前年度比
全社 1,674,660 2.9 2.9 1％削減 2.8 1％削減 2.8 1％削減

相模原第一 265,184 3.7 3.7 1％削減 3.7 1％削減 3.6 1％削減
相模原第二 218,523 5.0 4.9 1％削減 4.9 1％削減 4.8 1％削減

龍ケ崎 139,559 2.5 2.5 1％削減 2.4 1％削減 2.4 1％削減
豊田第一 251,168 4.8 4.8 1％削減 4.7 1％削減 4.7 1％削減
豊田第二 94,842 1.4 1.4 1％削減 1.4 1％削減 1.4 1％削減

枚方 168,434 3.4 3.3 1％削減 3.3 1％削減 3.3 1％削減
宝塚 154,774 2.5 2.4 1％削減 2.4 1％削減 2.4 1％削減

新居浜 71,717 2.8 2.8 1％削減 2.8 1％削減 2.7 1％削減
宗像 114,054 2.2 2.2 1％削減 2.2 1％削減 2.2 1％削減
佐賀 110,175 1.5 1.5 1％削減 1.5 1％削減 1.5 1％削減
宮崎 86,230 3.5 3.5 1％削減 3.4 1％削減 3.4 1％削減

基準(2017年度実績) 目標（2018年度） 目標（2019年度） 目標（2020年度）
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環境目標
食品リサイクル率の向上

環境改善活動＆地域貢献活動

グリーン購入の推進

全社 89.9% 85.0% 95.0% 95.0%
相模原第一 89.6% 85.0% 95.0% 95.0%
相模原第二 63.4% 63.5% 95.0% 95.0%

龍ケ崎 91.3% 85.0% 95.0% 95.0%
豊田第一 100.0% 100.0% 95.0% 95.0%
豊田第二 100.0% 100.0% 95.0% 95.0%

枚方 100.0% 85.0% 95.0% 95.0%
宝塚 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

新居浜 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
宗像 73.3% 85.0% 95.0% 95.0%
佐賀 78.6% 85.0% 95.0% 95.0%
宮崎 100.0% 85.0% 100.0% 100.0%

2017年度
実績

2018年度
目標

2019年度
目標

2020年度
目標

全社 25.8
相模原第一 20.3
相模原第二 20.0

龍ケ崎 24.5
豊田第一 27.0
豊田第二 23.1

枚方 27.3
宝塚 28.4

新居浜 34.2
宗像 29.1
佐賀 25.8
宮崎 20.5

ｇ/ｐｋ
平成19年度の
基準原単位

全社 実績把握 継続実施 継続実施 継続実施
相模原第一 20点切替 1点追加 2点追加 3点追加
相模原第二 実績なし 実績の把握 1点追加 1点追加

龍ケ崎 1点 年間1件以上 1点追加 1点追加
豊田第一 実績把握 1点追加 2点追加 3点追加
豊田第二 1点以上拡大 １点以上拡大 1点以上拡大 1点以上拡大

枚方 2件/月 1点追加 2点追加 3点追加
宝塚 3件 0件→1件追加 5件 6件

新居浜 12点 1点追加 13点 14点
宗像 5点 5件→7件 8点 9点
佐賀 6件 10件以上 10件 10件
宮崎 20件 年1点以上追加 年1点以上追加 年1点以上追加

2017年度
実績

2018年度
目標

2019年度
目標

2020年度
目標

全社 - 継続実施 継続実施 継続実施
相模原第一 5件 5件以上 5件以上 5件以上
相模原第二 実績なし 1件/月 1件/月 1件/月

龍ケ崎 3件 2件/年 2件/年 2件/年
豊田第一 改善実施 改善実施 改善実施 改善実施
豊田第二 7件 8件以上 9件以上 10件以上

枚方 3件/月 1点追加 2点追加 3点追加
宝塚 5件 6件 7件 8件

新居浜 改善活動 改善活動 改善活動 改善活動
宗像 2件 2件 2件 2件
佐賀 9件 10件以上 10件以上 10件以上
宮崎 実績なし 実績把握 10件以上 10件以上

環境改善活動
2017年度

実績
2018年度

目標
2019年度

目標
2020年度

目標

全社 - 継続実施 継続実施 継続実施
相模原第一 12件 12件 12件 12件
相模原第二 実績なし 1件/月 1件/月 1件/月

龍ケ崎 4件 4件 4件 4件
豊田第一 4件 4件以上 4件以上 4件以上
豊田第二 4件 4件以上 4件以上 4件以上

枚方 4件/3ヶ月 1点追加 2点追加 3点追加
宝塚 6件 8件 10件 12件

新居浜 実績なし 活動実施 活動実施 活動実施
宗像 3件 3件 3件 3件
佐賀 3件 5件以上 8件以上 10件以上
宮崎 3件 3件以上 3件以上 3件以上

地域貢献活動
2017年度

実績
2018年度

目標
2019年度

目標
2020年度

目標
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環境活動計画
エコアクション21の認証取得した本社・相模原第一工場、相模原第二工場、龍ケ崎
工場・豊田第一工場、豊田第二工場、枚方工場、宝塚工場、新居浜工場、宗像工場、
佐賀工場、宮崎工場で環境活動に取組みました。各工場では本来業務の改善活動
を継続的に実施しており、本業を通じての改善に努めてまいります。
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環境目標の実績

目標 実績 評価
削減率
（目標比）

目標 実績 評価
削減率
（目標比）

全社 117.7 115.2 ◎ 2.2% 133.5 130.5 ◎ 2.2%
相模原第一 113.0 110.2 ◎ 2.5% 108.9 116.6 × -7.1%
相模原第二 286.8 238.4 ◎ 16.9% 290.3 229.8 ◎ 20.8%
龍ケ崎 83.9 84.8 × -1.0% 63.1 65.1 × -3.2%
豊田第一 140.1 126.2 ◎ 10.0% 173.1 151.5 ◎ 12.5%
豊田第二 74.4 74.3 ◎ 0.1% 108.9 107.9 ◎ 0.9%
枚方 90.4 87.0 ◎ 3.8% 115.6 114.0 ◎ 1.4%
宝塚 95.9 89.8 ◎ 6.3% 123.4 115.5 ◎ 6.4%
新居浜 192.8 178.1 ◎ 7.9% 239.5 221.3 ◎ 7.6%
宗像 90.4 89.6 ◎ 0.8% 101.4 101.9 × -0.5%
佐賀 90.2 93.8 × -4.0% 106.4 111.0 × -4.2%
宮崎 145.0 144.9 ◎ 0.1% 167.7 179.1 × -6.8%

目標 実績 評価
削減率
（目標比）

目標 実績 評価
削減率
（目標比）

全社 21.9 20.9 ◎ 4.3% 32.2 30.8 ◎ 4.2%
相模原第一 31.1 27.5 ◎ 11.7% 37.9 39.2 × -3.4%
相模原第二 39.2 38.2 ◎ 2.4% 62.2 37.0 ◎ 39.8%
龍ケ崎 27.4 27.4 × 0.0% 24.4 25.1 × -2.6%
豊田第一 29.8 27.7 ◎ 6.9% 48.5 48.9 × -1.0%
豊田第二 11.6 11.1 ◎ 4.5% 22.2 21.9 ◎ 1.6%
枚方 15.3 14.0 ◎ 8.9% 36.8 41.5 × -12.9%
宝塚 16.3 15.3 ◎ 6.0% 32.4 33.6 × -3.6%
新居浜 25.4 23.5 ◎ 7.6% 32.8 32.0 ◎ 2.3%
宗像 15.3 14.6 ◎ 4.3% 33.7 33.2 ◎ 1.5%
佐賀 15.3 15.3 × -0.5% 15.2 16.7 × -11.1%
宮崎 20.8 22.0 × -6.1% 8.8 8.5 ◎ 2.8%

目標 実績 評価 削減率
（目標比）

目標 実績 評価 削減率
（目標比）

全社 13.1 14.4 × -9.9% 2.9 3.2 × -13.1%
相模原第一 7.5 8.5 × -13.6% 3.7 3.8 × -3.1%
相模原第二 16.9 17.9 × -6.2% 4.9 4.2 ◎ 15.0%
龍ケ崎 8.4 9.0 × -6.6% 2.5 2.5 × -2.7%
豊田第一 12.4 13.8 × -11.4% 4.8 4.6 ◎ 4.5%
豊田第二 17.2 18.1 × -5.3% 1.4 1.4 ◎ 1.8%
枚方 17.2 16.7 ◎ 3.2% 3.3 3.3 ◎ 0.3%
宝塚 8.2 7.6 ◎ 6.7% 2.4 2.4 ◎ 1.5%
新居浜 9.9 13.8 × -38.7% 2.8 3.2 × -13.0%
宗像 18.3 17.7 ◎ 3.2% 2.2 2.1 ◎ 4.5%
佐賀 11.9 13.5 × -13.1% 1.5 1.6 × -7.8%
宮崎 27.4 28.0 × -2.3% 3.5 3.5 × -0.1%

工場名

CO2排出量の削減
(kg-CO2/千pk)

電気使用量の削減
(kWh/千pk)

工場名

ガス使用量の削減
(L/千pk)

食品廃棄物排出量の削減
(ｋg/千pk)

工場名

その他産廃排出量の削減
(ｋg/千pk)

排水量の削減
(㎥/千pk)

※2018年度の全社の
二酸化炭素排出量は
69908095kg-ＣＯ2/千pk

になります。
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環境目標の実績

評価 達成率
（目標比）

全社 ◎ 2.6%
相模原第一 × -3.9%
相模原第二 ◎ 9.6%
龍ケ崎 × -2.4%
豊田第一 ◎ 0.0%
豊田第二 × -0.2%
枚方 ◎ 17.6%
宝塚 ◎ 0.0%
新居浜 ◎ 0.0%
宗像 × -21.0%
佐賀 × -20.7%
宮崎 ◎ 17.6%

100.0%
100.0%
100.0%
67.2%

100.0%
67.4%

食品リサイクル率の向上
（％）

目標 実績

85.0%
85.0%
63.5%
85.0%
100.0%
100.0%
85.0%
100.0%
100.0%
85.0%
85.0%
85.0%

87.2%
81.7%
69.7%
82.9%
100.0%
99.8%

工場名

全社
相模原第一
相模原第二
龍ケ崎
豊田第一
豊田第二
枚方
宝塚
新居浜
宗像
佐賀
宮崎

評価
全社 ◎
相模原第一 ◎
相模原第二 ◎
龍ケ崎 ◎
豊田第一 ◎
豊田第二 ◎
枚方 ◎
宝塚 ◎
新居浜 ◎
宗像 ◎
佐賀 ◎
宮崎 ◎

全社
相模原第一
相模原第二
龍ケ崎
豊田第一
豊田第二
枚方
宝塚
新居浜
宗像
佐賀
宮崎

◎
◎

継続実施

6件
12件/年

2件
12件

2017年度7件→2018年度8件

◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎

5件以上
3件以上

実績
継続実施

12件
12件/年
4回参加

4件
16件/年

8件
10件
3件
12件

年間4件

4件以上
1点追加

8件
活動実施

3件

工場名

工場名
グリーン購入の推進

目標 実績 評価

目標 実績

◎
1点追加 24件/年 ◎

0件→1件追加 1点追加

20点購入 ◎

4件
4件以上

社会貢献活動
工場名

目標 評価

2件
10件以上
実績把握

2件
17件

実績把握と取り組み品目選定

◎

継続実施
12件

1件/月

12件

1点追加
6件

改善活動

1件/月
2件/年

改善実施

◎
5件→7件 7点 ◎
10件以上 18点 ◎

環境改善活動

継続実施
5件以上

2017年度3件/月→2018年度12件/年
6件
1件

8件以上

◎年1点以上追加 4点拡大

10月に1点選定

◎
1点追加 1点追加

年間1件以上 11件 ◎
1点追加 １点 ◎

１点以上拡大

継続実施 継続実施 ◎
1点追加 1点追加 ◎

実績の把握
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環境目標の実績

二酸化炭素排出量削減

電気使用量削減

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

二酸化炭素排出量原単位実績推移

（ｋｇ-CO2/千ｐｋ） 2016 2017 2018
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100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

電力排出量原単位実績推移

（ｋWｈ/千ｐｋ） 2016 2017 2018

（※相模原第二工場は2017年6月
より稼働のため、2017年度は
運用期間から1年間換算で算出）
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環境目標の実績

食品廃棄物排出量削減

（※相模原第二工場は2017年6月
より稼働のため、2017年度は
運用期間から1年間換算で算出）
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ガス使用量削減
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ガス使用量原油換算原単位実績推移

（l/千pk） 2016 2017 2018
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環境目標の実績

水資源の削減

その他産業廃棄物排出量削減

（※相模原第二工場は2017年6月
より稼働のため、2017年度は
運用期間から1年間換算で算出）
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その他産業廃棄物排出量原単位推移

（ｋｇ/千ｐｋ）
2016 2017 2018
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水排出量原単位推移

（ｍ3/千ｐｋ） 2016 2017 2018
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環境活動計画の取組結果と
その評価、次年度取り組み内容

CO2 電気 ガス 食品 その他産廃 リサイクル率 排水 ｸﾞﾘｰﾝ購入 環境改善 地域貢献

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

CO2 電気 ガス 食品 その他産廃 リサイクル率 排水 ｸﾞﾘｰﾝ購入 環境改善 地域貢献

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

CO2 電気 ガス 食品 その他産廃 リサイクル率 排水 ｸﾞﾘｰﾝ購入 環境改善 地域貢献

◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

CO2 電気 ガス 食品 その他産廃 リサイクル率 排水 ｸﾞﾘｰﾝ購入 環境改善 地域貢献

◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ △ △ ◎ ◎

CO2 電気 ガス 食品 その他産廃 リサイクル率 排水 ｸﾞﾘｰﾝ購入 環境改善 地域貢献

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

CO2 電気 ガス 食品 その他産廃 リサイクル率 排水 ｸﾞﾘｰﾝ購入 環境改善 地域貢献

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

CO2 電気 ガス 食品 その他産廃 リサイクル率 排水 ｸﾞﾘｰﾝ購入 環境改善 地域貢献

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

CO2 電気 ガス 食品 その他産廃 リサイクル率 排水 ｸﾞﾘｰﾝ購入 環境改善 地域貢献

◎ ◎ ◎ ◎ △ △ △ ◎ ◎ △

CO2 電気 ガス 食品 その他産廃 リサイクル率 排水 ｸﾞﾘｰﾝ購入 環境改善 地域貢献

◎ ◎ ◎ ◎ △ △ △ ◎ ◎ ◎

CO2 電気 ガス 食品 その他産廃 リサイクル率 排水 ｸﾞﾘｰﾝ購入 環境改善 地域貢献

△ △ △ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎

CO2 電気 ガス 食品 その他産廃 リサイクル率 排水 ｸﾞﾘｰﾝ購入 環境改善 地域貢献

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
●推奨メニューや繁忙期・閑散期という部分は仕事柄避けられない。そういう中、安定的・継続的
　　に取り組めるようにする必要がある。日々の朝礼で前日何をしたか等、発表する形を取ること
　　で意識を上げて行く。

佐賀

●従業員の意識向上、活動の活性化、廃棄の見える化と発生抑制をそれぞれで行う。
●2019年度の月別実績値について、ミーティングで推移を確認し、効果検証を行う。

宮崎

●良品製造体制の強化により製品不良等のリパック削減。
●鉄クズなど分別を強化し、有価物へ切り替え継続して実施。
●高圧洗浄機、床洗浄機、スチームクリーナーの活用によりSNT使用量を削減する。
●引き続き水漏れの即修理の徹底。

宗像

●新しい冷水機の管理を使用状況を確認しながら管理を行う。
●分別ができる様に呼びかけをしっかり行う。

宝塚

●エコボックスの破損したものを3台修理し運用。エコセンター行きの便の増車を検討中。

新居浜

●基準の見直しを検討する。
●2019年度のその他産業廃棄物排出量の原単位を月毎に確認し目標値が適正か確認
　　していく。

枚方

●原材料の取組や、見込み精度向上させ使い込みを削減していく。
●ベトナム語の掲示物などを利用し、廃プラスチック類と不燃混合物、一般廃棄物の分別を徹底
　　していく。

豊田第一

●作りすぎ・軽量品の削減（製造担当）、原材料の仕入れ過多によるロス削減（仕入担当）。
●産業廃棄物の分別の強化。また、分別出来る項目を検討し推進する。

豊田第二

●不要な原材料の購入を抑制する。ロス削減により取り組むことで、排水量も抑制され汚泥の
　発生減にも繋がる。ロス削減の取り組みと連動させ、部課長ミーティングにて確認を行っていく。
　毎週の使い込み資料を基に役割分担をし、ロス削減を進める。

龍ケ崎

●LED照明への変更、省エネ設備の導入、ｳｫｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟ時間の厳守。
●見込み数量の精度向上、仕掛かり品在庫管理の精度向上、新商品の歩留り修正の管理
　　向上、ライン不良品の手直しの徹底。
●水使用量の多い箇所の使用状況の確認を行い適正な使用が行なわれているか現場での
　　巡回を実施。

相模原第一

●コージェネ更新に伴い電気の購入との発電量を見直す。
●作りすぎ・軽量品の削減、原材料の・ロス削減、返品率削減、製品返品・作り過ぎ・不良品
　 への対策。
●工程内の分別体制強化、過剰出庫・デッドストックの低減と処分方法是正。

相模原第ニ

（※環境行動計画達成した場合は◎、一部未達成の場合は△で評価）
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環境関連法規の遵守状況の
確認及び評価の結果

（１）主要な法令一覧

○：順守、△：対応中、-：該当せず

（2）条例

各工場が所在する地域は下記のとおりです。それぞれの地域で定められた環境保全
や公害防止、地球温暖化、廃棄物関連等の環境関連条例も適切に順守しております。

事業所 県 市
本社・相模原第一工場・相模原第二工場 神奈川県 相模原市

龍ケ崎工場 茨城県 龍ケ崎市
豊田第一工場・豊田第二工場 愛知県 豊田市

枚方工場 大阪府 枚方市
宝塚工場 兵庫県 宝塚市

新居浜工場 愛媛県 新居浜市
宗像工場 福岡県 福津市
佐賀工場 佐賀県 佐賀市
宮崎工場 宮崎県 宮崎市

各工場で環境関連法規について順守状況の確認を行った結果、相模原第一工場と相
模原第二工場の排水処理で市からの指導がありましたが是正処置を実施して完了し
ており再発防止に努めています。また、食品リサイクル率において、全社では法令目標
をクリアしていますが、工場別にみると相模原第一工場、相模原第二工場、宗像工場、
佐賀工場においてクリアできていませんでした。全工場でのリサイクル率の向上を目指
していきます。
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環境関連法規の遵守状況の
確認及び評価の結果

（4）産業廃棄物処分業者の現地確認

当社は廃棄物管理を廃棄物の専門家にコンサルしていただいております。工場から排出
された食品廃棄物が適切にリサイクルされているかを確認するため、コンサルタントととも
に廃棄物処理委託業者の現地確認を行い、食品廃棄物等が適正に処理されていることを
確認しました。

（3）再生利用等の実施率

食品リサイクル法に基づく定期報告書を事業者単位でまとめて報告しております。基準実
施率100％に対し、2018年度の再生利用等の実施率は全社で87.2％でした。個別目標で
ある基準実施率は達成できませんでしたが、業種別の目標である食品製造業85％は達成
しました。

（5）緊急事態の対応 試行と訓練

年1回の防災訓練を全工場で実施
されていることを確認しました。
火事が起こった時の出火元の確認と
館内放送による通報訓練、消火器や
消火栓を使用する消火訓練、避難誘
導をして屋外へ避難する避難訓練、
を実施しました。

マニュアルに従い訓練を行った結
果、マニュアルに問題なく更新の必
要もありませんでした。

訓練と試行に参加できなかった従
業員にもフォローを行っています。
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代表者による
全体評価と見直し

環境活動の取組事例

①前回の指示への取組結果
相模原第二工場での認証取得し、全社のマネジメント体制を充実させるため
・相模原第二工場へのEA21導入支援した。
・全社環境会議の2回開催し、マネジメントマニュアルの作成及び教育。
・内部監査員養成研修を2回実施し、全社で42名内部監査員を養成した。

②今回の評価結果及び指示内容等
・2019年度も引き続き環境会議を年4回開催し、環境活動の活性化させること。
・プラスチックが及ぼす影響が世界で大きな地球環境問題となった。また、全国
にも処理費用が高騰しているため、廃プラスチック排出量の低減させる取り組み
を行うこと。

昨年度までの取り組み内容の継続に加え、今年度は工場内部の体制の強化を
行うことで環境改善活動取り組みを行いました。

近年、外国人実習生や留学生の採用が増加しており、来年度は、外国人従業
員による地域の方との清掃活動などを通して地域の活性化に貢献していきます。

エコセンターによるゴミ減容化

当社では、排出される動植物性残渣を業者
に委託し堆肥化、飼料化、メタン発酵、焼却な
どすることで処理していますが、相模原エコセ
ンター、東海エコセンター、関西エコセンターの
３拠点で工場から排出される食品の野菜くずな
どの植物性残渣を圧縮・脱水を行い、ゴミ減容
化に努めています。

植物性残渣を脱水することで排出量を85～
90％削減しております。野菜を多く使用する工
場では１日に5ｔ以上の植物性残渣が排出され
るため、減容し排出量を減らすことで環境への
影響を最小限にし、脱水処理した植物性残渣
は堆肥化しております。

2018年度の実績は、相模原エコセンターで
約1800トン、東海エコセンターで約1800トン、
関西エコセンターで約1400トン減量することが
でき、年間で約5000トンのごみの重量を削減
することができました。

ごみを減量化することで、ごみの焼却量を減
らし、ごみを運搬する際の作業を効率化させ、
運搬回数や人員を削減させることで、結果的
に二酸化炭素排出量の削減を行っています。

この取り組みは環境に良い優秀な事例として
神奈川県に選ばれ、神奈川県が主催する「廃
棄物自主管理事業説明会」で、当社の発表す
る機会をいただいております。
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地域清掃と工場外周清掃

牛久沼 白鳥餌やり

龍ケ崎工場では、牛久沼水辺公園の白鳥に
餌やりのために工場から出たレタス外葉芯くず、
とパン耳を提供しており、龍ケ崎市から委託さ
れた方が交替で毎日2回餌食を行っています。

地域協賛活動

地域に根付いた環境祭りや
ふれあい祭りなどに協賛してい
ます。また、イベントにも積極的
に参加を行いました。活動紹介
やエコバッグの配布、クイズラ
リー、工作体験などを通じて、
地域の人たちとふれあいも大
雪にしています。

技能実習生の地域共生、地域貢
献の一環として、技能実習生が生
活する自治会行事である地域一斉
清掃への参加しました。近隣の住
民の方と一緒に公園周辺のゴミ拾
い、草むしりを実施し、地域への貢
献と、住民の方とのコミュニケーショ
ンの場となり、充実した活動となり
ました。近隣の方からも感謝のお言
葉も頂きました。

そして、定期的に工場の外周清掃
を行っています。駐車場周辺などは、
空き缶や飴やガムなどのお菓子の
袋、たばこなども捨ててあることが
あります。工場周辺も会社の一部と
考えて、今後も定期的に清掃するこ
とで周辺美化に努めます。

また、技能実習生がゴミの扱い方
を守れるように地域でのゴミ出しの
方法や分別について「実習生ゴミ出
しアドバイザー講習会」を行いまし
た。
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環境調査

世界中で廃プラスティックのごみ問題が取り
上げられ、廃プラスティックが海洋投棄されマ
イクロプラスティックになり海洋生物の健康被
害に関心が寄せられています。

そこで、当社では廃プラスティックの削減のた
めに、食品残渣の付着した廃プラスティックを
リサイクルするための前段階として、廃プラス
ティックを洗浄し、きれいにしてから排出するこ
とで、廃プラスティックの焼却量を削減できない
か、機械の導入検証を進めています。

導入までには何回か検証が必要なため、ま
だまだ時間はかかりそうですが、少しずつ環境
によくなる取り組みをこれからも続けていきま
す。

「相模原の環境をよくする会」に参加し、相模
川の環境調査を行いました。

水生生物の生息状況を見て、河川生物相を
確認することで、きれいな所であるか水質判定
できるそうです。

市民が自然と触れ合える場所の確認のため
に協力をしていきます。

廃プラスティック対策

太陽光発電とデジタル掲示板

一部の工場で、太陽光発電を
取り入れています。枯渇することのない
クリーンエネルギーを取り入れることで
環境保全に努めています。

また、掲示版をデジタル掲示板にする
ことで、紙資源の削減を行っています。

紙掲示板からデジタル掲示板にするこ
とで、いろいろな情報を素早く配信するこ
とが可能になり、従業員の環境に対する
意識の向上に努めます。
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勉強会、カエル会（改善事例発表会）、内部
監査を実施しています。

勉強会は、全社で環境に関するものを行って
おり、2018年度のテーマは、廃プラスティックを
中心とした環境問題とSDGｓについてです。

カエル会（改善事例発表会）では、年2回各工
場の不具合点を改善し成果があったことの発
表会で良かった箇所を各工場に水平展開して
います。

内部監査は、2018年度より開始しました。コ
ンサルの先生にも来て頂き、エコアクション21
が取組めているかの確認を行っています。

勉強会や内部監査の実施

環境掲示物の充実

エコキャップ運動

環境に対する掲示を積極的
に行っています。電気・ガス・水
のエネルギー消費量を掲示し
たり、何分節電するとどれくら
いのコストが削減されるかなど
換算した値を記載した節電呼
びかけポスターや機械の始業
時の何分前に機械を動かすか
設定し、無駄のなように設定時
間になったら動かすような呼び
かけ掲示を行っています。

外国人従業員のことも考え、
日本語だけでなく他言語化した
表示になるよう気を付け、今後
も掲示を増やしていきたいと考
えています。

複数の工場で、ペットボトルの蓋を回収し
ています。回収されたペットボトルの蓋は、
エコキャップ推進協会チャレンジフィールド
交易財団に回収してもらい、業者によってリ
サイクル資源として生まれ変わります。リサ
イクルによって発生したお金で世界の子供
たちにワクチンを提供しています。


